












　我が国は国際海運2050年カーボンニュート

ラルの実現を目指すことを掲げており、この目

標を達成するためには、ゼロエミッション船の

導入が必要不可欠です。

　国土交通省では、関係省庁と連携しながら水

素やアンモニア等を燃料とするゼロエミッショ

ン船のコア技術となるエンジン等の開発・実証

を実施しており、エンジン等の国産化により我

が国海事産業の競争力を高め、新たな市場の獲

得を目指しております。
ゼロエミッション船のイメージ

ゼロエミッション船の開発に向けて





　舶用工業は、船舶の安全運航等のために設置され
ている設備(エンジン、発電機、航海設備、救命設
備等)について製造・修理を行う重要な産業です。
　原材料の高騰・入手難による舶用工業製品の安定
供給への懸念や韓国・中国市場の国際競争が激化し
ているため、経済安全保障推進法においてサプライ
チェーンの強靭化を図るべき物資として船舶関連機
器を指定※するなど、産業基盤の整備を進めるとと
もに国際競争力の強化等を図っています。
　また、厳しい環境課題の克服、海難事故の防止等
を図るため、舶用品の技術開発に取り組んでいます。
※政府全体として、船舶関連機器に加え、医薬品、肥料、半導体、
重要鉱物などを政令で指定




